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避難行動要支援者
支援制度

この制度を築いていく中で、支援を必要とされている人を
見守ることのできる地域住民同士の結びつきと、お互いに
助け合える地域づくりを目指します。

人権尊重都市鳥取市の実現をめざして
男女共同参画白書から考える固定的な性別役割分担意識

　
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
と
は
、
個
人
の
能
力
と
は
関

係
な
く
、「
男
は
仕
事
・
女
は

家
庭
」
と
い
う
よ
う
に
性
別
を

理
由
に
し
て
役
割
を
固
定
的
に

分
け
る
考
え
方
の
こ
と
で
す
。

　
内
閣
府
は
毎
年
、
男
女
共
同

参
画
社
会
※※
の
現
状
な
ど
を
ま

と
め
た「
男
女
共
同
参
画
白
書
」

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
版
の
白
書
の
中
で
固
定
的
な

性
別
役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て

言
及
が
さ
れ
て
お
り
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
な
が
ら
個
人
や
地

域
に
も
た
ら
す
影
響
を
考
え
ま

す
。

調
査
結
果
か
ら
見
る
個
人

や
地
域
へ
の
影
響

　
内
閣
府
が
令
和
６
年
12
月
に

全
国
の
18
～
39
歳
の
男
女
１
万

人
を
対
象
に
実
施
し
た
意
識
調

査
に
お
い
て
、
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識
の
１
つ
で
あ
る

「
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
庭
」
と

い
う
考
え
方
に
反
対
す
る
人
の
割

合
は
、
過
去
の
調
査
と
比
べ
て
増

加
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
家

事
・
育
児
・
介
護
は
女
性
の
仕
事
」

と
い
う
質
問
項
目
で
は
、
こ
の
考

え
方
に
基
づ
く
言
動
や
扱
い
な
ど

を
経
験
し
た
と
の
回
答
は
変
わ
ら

ず
一
定
数
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
回

答
割
合
は
男
性
よ
り
女
性
の
方
が

高
く
、
さ
ら
に
都
市
部
よ
り
地
方

に
住
む
女
性
の
方
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
若
者
が
地
方
か
ら
都

市
部
へ
転
出
す
る
傾
向
が
強
く

な
っ
て
お
り
、
特
に
若
い
女
性
が

多
い
状
況
で
す
。
こ
の
理
由
の
一

つ
に
は
、
今
も
地
域
社
会
に
固
定

的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
が
残
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
経
験
を

し
た
結
果
と
し
て
、
地
域
に
対
し

て
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
図
１
は
、
こ
の
調
査
結
果
の

抜
粋
で
す
。
女
性
だ
け
で
な
く

男
性
も
、
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
に
基
づ
く
経
験
を
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

性
別
に
よ
る
「
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
う
無
言
の
圧
力
は
、
性
別

を
問
わ
ず
重
荷
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
若
者
が
離
れ
て
い
く

こ
と
で
、
地
方
の
活
力
が
低
下

す
る
と
同
時
に
、
少
子
高
齢
化

の
加
速
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

本
市
の
取
り
組
み

　
本
市
で
は
、
鳥
取
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー「
輝
な
ん
せ
鳥
取
」

で
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
の
解
消
に
向
け
た
啓
発
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
連
す

る
講
座
の
開
催
や
図
書
の
貸
し
出

し
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理

解
促
進
に
向
け
た
普
及
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た
問
題

の
解
消
に
向
け
て
、
と
も
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

　「
男
女
共
同
参
画
白
書
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
白
書
を
も
と
に
、
今
も
残
る
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

Vol.457

◀図１ 出身地域における固定的な性別役割分
担意識等の有無（男女別）

・令和７年版男女共同参画白書内一部抜粋
・「中学校卒業時点であなたが住んでいた

地域で、質問項目のようなことはありま
したか。最もあてはまるものをお選びく
ださい。（それぞれ１つずつ）」の質問に
対し、「よくあった」「時々あった」と回
答された割合。
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個人の価値観よりも世間体が大事

家を継ぐのは男性がよい

自治会などの重要な役職は
男性の仕事

職場でのお茶出しや事務などの
サポート業務は女性の仕事

家事・育児・介護は女性の仕事

地域や親せきの集まりでの食事の
準備やお茶出しは女性の仕事
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本
市
で
は
、
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ

と
が
難
し
く
、
特
に
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
（
避
難
行
動

要
支
援
者
）
が
安
全
か
つ
速
や
か
に
避
難
で

き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、「
避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
制
度
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
と
は

　
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度
と
は
、
避

難
行
動
要
支
援
者
が
避
難
を
支
援
す
る
人（
支

援
者
）
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
市
に

登
録
し
、
そ
の
情
報
を
地
域
の
支
援
組
織
や

支
援
者
に
提
供
・
共
有
し
て
お
く
こ
と
で
、

災
害
時
に
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導
、
安
否
確

認
な
ど
、
地
域
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
制
度
で
す
。

登
録
方
法

　
登
録
を
希
望
す
る
人
、
ま
た
は
既
に
登
録

済
み
で
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
は
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
（
自
治
会
未
加
入

の
人
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）
に
ご
相
談

の
う
え
、
地
域
福
祉
課
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
請
書
は
、
地
域
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、

ま
た
は
本
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
へ

　
こ
の
制
度
は
災
害
が
発
生
し
た
時
に
近
所

で
助
け
合
う
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
す
。

災
害
時
は
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
隣
近
所
が
お
互
い

に
助
け
合
う
「
共
助
」
の
精
神
で
対
応
す
る

こ
と
も
大
変
重
要
に
な
り
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は

普
段
か
ら
の
見
守
り
や
災
害

時
の
援
助
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問 

本
庁
舎
地
域
福
祉
課
（
13
番
窓
口
）
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避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か
？

を
ご
存
じ
で
す
か
？

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
に

尊
重
し
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
個

性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問 本庁舎人権推進課（43 番窓口）	人権推進課（43 番窓口）	  08570857--3030--8071	8071	  0857 0857--2020--39453945
問 本庁舎男女共同参画課 （43 番窓口）	男女共同参画課 （43 番窓口）	  08570857--3030--8076	8076	  0857 0857--2020-3945-3945

要支援者

支援組織

支援者

計画作成の同意 計画作成の申請

計画の提供

個別避難
計画の作成

ご近所の住民

協力

普段からの見守りや、
災害時の援助

支援

市役所

自治会、町内会
自主防災会

地区社会福祉協議会
民生委員・児童委員　など
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